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新潟綜合警備保障株式会社　代表取締役社長　
廣田　幹人

年頭にあたり

　明けましておめでとうございます。皆様におかれ
ましては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び
申し上げます。旧年中は格別のご厚情を賜り誠に
ありがとうございます。
　昨年の新型ウイルス禍においての、東京オリンピッ
ク・パラリンピック大会での日本選手の活躍は、
感染症対策の中で心が疲れ気味の私達に、勇気
と元気を与えてくれました。
　景気の「気」は、元気の「気」とも申します。
今後も皆様とご一緒に、元気一杯に、ふるさと新
潟の為に汗をかいてまいる所存です。
　本年も会員企業様の益々のご繁栄とご健勝を心
より祈念申し上げご挨拶といたします。

株式会社キタック　代表取締役会長　
中山　輝也

ずっと以前の出来事だが…

　拉致問題が明るみになる前の90年代中頃、国連開
発計画が主導の図們江地域を考察の為、日本と韓国
技術士会が合同で北朝鮮を訪れた。当時の北朝鮮は
韓国に極めて厳しく、日本側が北京で両国団員のビ
ザを取得した。
　入国直前に年老いた一人の韓国人技術士が「私は
大丈夫でしょうか」と不安げに言う。訳を聞くと旧日
本軍の通信兵で、除隊後、北の郷里へ戻ったが、朝
鮮戦争が起き、南へ逃れたのだそうだ。
　「大丈夫ですよ。問題があればビザは出ません。も
し貴方が捕らえられたら私も残ります」と強がって励
まし、無事一緒に入国した。
　中国国境近くの故里を通過した時、彼の目に涙が。
それを見て胸が締めつけられる思いがした。
　今年こそ拉致被害者の救出を。

NSGグループ 代表　
池田　祥護

明るい未来に向かって成長する年に

　あけましておめでとうございます。
　今年の干支は「壬寅（みずのえとら）」です。「壬」
の意味は「厳しい冬を耐え、新しい命を育む」、「寅」
には「春を迎え草木が芽吹く」という意味があるそう
です。
　新型コロナウイルスの世界的な流行から２年が経過
いたしました。感染拡大を防ぎながら経済・社会活動
をどう継続するかに重点を置きながら試行錯誤を続け
る日々でありましたが、今年を明るい未来に向かって
成長する年にしたいと決意を新たにしています。
　微力ではありますが、NSGグループ一丸となって
新潟の活性化に貢献するべく事業活動に励んでまいり
ます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

株式会社タカヨシ　代表取締役　
高橋　　佑

SDGs推進企業として

　あけましておめでとうございます。
　タカヨシでは昨年10月、上越地方で初の拠点と
なる上越営業所を開設いたしました。新型ウイル
スの影響や世界的な原材料の高騰・不足など経営
への逆風が強い中ではありますが、だからこそ攻
めの手を打つことで会社の活力を高め、そして新
潟県全域のお客様にさらなる貢献をしていきたい
と考えています。
　このような活動の根底にあるのが、SDGsのゴー
ル達成という大きな目標です。今年もお客様の販
促支援、環境負荷の少ない印刷、そしてSDGsの
導入支援や広報施策提案など、さまざまな側面で
新潟のSDGs推進に寄与してまいります。

新潟県信用保証協会　会長　
坂井　康一

新潟県経済の発展を願う

　あけましておめでとうございます。
　新型コロナウイルス感染症は、新たな変異株の
急拡大の不安は残るものの、トレンドとしては着
実に収束に向かいつつあり、これに伴い、県内も
ようやく景気回復の兆しが見えてきました。
　当協会ではポストコロナ社会を見据え、地域経
済を支え、さらには「虎穴」にも挑む中小企業の
取組を後押しするために新たに「事業再構築スプ
リングボード保証」を創設するとともに、企業の
ライフステージに応じた経営支援に注力しておりま
す。本年も引き続きご支援、ご協力をよろしくお
願いいたします。

新潟中央水産市場株式会社　代表取締役　
藤田　　普

交流人口の増大による経済の活性化

　観光立県、コンベンション都市として発展する
新潟の図面を見ながら「多少はあやかりたいもの」
と古来の卸業務から観光系小売と飲食業を進め
たものでした。観光キャラバン隊を派遣しての誘
客合戦から一転「頼むから新潟には来ないでくれ」。
自分の人生で起こるはずもない事態を受け入れる
のは簡単ではありませんでした。政府の支援制度
を利用し事業再構築でもして地域市民の巣ごもり
需要を取り込みたいとも思うものの簡単な事では
ありません。思案投げ首の毎日です。そうだ！！佐
渡金山の世界遺産登録が救世主とならないものだ
ろうか。
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日本銀行新潟支店 支店長　
東　　善明

新潟の「底力」を目撃せよ

　新年おめでとうございます。
　昨年１月の着任以来、ソロリソロリと少しずつ足
を伸ばし、新潟の魅力を一つまた一つと体感して
きました。この間、感染症への対応、DXの進展、
SDGsへの関心の高まりといった環境変化に立ち
向かう新潟経済の姿を目の当たりにし、その底力
をとても心強く感じた次第です。
　不確実性の大きい時代にこそ新たなアイディア
や取組が生まれるチャンスもあると思います。引き
続き新潟で、こうした歴史的な局面に立ち会える
ことを幸せに感じています。今年もどうぞ宜しくお
願いします。

株式会社新潟日報社 代表取締役社長　
小田　敏三

経営の肝は「ロマン」

　日本の資本主義の時代を切り開いた渋沢栄一
が唱えた「論語と算盤」。示唆に富むリーダーの
心構えだ。私も社長就任時に呼びかけた。「右
手にロマン、左手にソロバン、背中にガマン」。
社員の心に火をつけるのはロマンと信じたからだ。
コロナ禍の昨今、「両手にそろばん」の経営者が
目につく。それでは、いくら儲かっている会社も、
社員の心に火はつかず、やがて消える運命だ。
　「背中のガマン」も、長い目でみたらそろばん
勘定が合うロマンを追いながら。我慢のしどころ
を誤らない新春のスタートにしたい。

株式会社新潟ビルサービス 代表取締役会長　
鈴木　英介

空家問題に取り組む

　少し前の総務省調査で、５年間で２万人も新潟
市人口が減ったとの報道がありました。県全体の
人口減少はそれどころではなく、10万人を超えた
減少です。新潟市中心部でも空家が増えています。
人口減が空家を生み、空家が人口減を生む、負の
循環に入っているのでしょうか。
　私たちは都市に住み、そこを生活と生産の場と
しています。空家の問題は、社会に大きな負荷を
与える問題であると思います。コロナもまだ終わら
ない中、社会全体で取り組まなければならない事
は多くなっています。
　会員の皆さんとともに、本年も力を尽くしていき
たいと思います。

東京商工会議所　初代会頭　渋沢栄一の像
（東京商工会議所）
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